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働くアリだけのグループにしても働かない個体が現れることを証明 

 

研究成果のポイント 

 ・アリのコロニー内にはほとんど働かない働きアリがいることが明らかに。 

・よく働く個体だけにしても一部は働かなくなることが判明。 

・常に働かない個体がいることに有利性があると考えられる。 

 

研究成果の概要 

シワクシケアリのコロニーでは，働きアリの働き度合いに大きなばらつきがあり，常に働く個体か

らほとんど働かない個体まで存在しました。働く個体だけのグループにしても働かない個体が現れ，

働かない個体だけのグループにしても働く個体が現れ，グループ全体の個体の働き度合いのばらつき

は常に元のグループ通りになりました。個体の働き方は産卵能力や年齢とは無関係で，個体が仕事に

反応する程度の差がこのような結果をもたらすと考えられました。全員が働く方が短期的効率は高い

にもかかわらず，あえて低効率のシステムが採用されており，今後その理由の解明が期待されます。
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研究成果の概要 

（背景） 

アリのコロニー内の労働制御機構を知ることは生物学上重要な問題でした。仕事の出す刺激値に反

応する程度に個体差があることから，次々に現れる仕事の刺激に反応しやすい個体から仕事が配分さ

れるという仮説では，常に働く個体とほとんど働かない個体がいつも存在し，働く個体だけにしても

一部は働かなくなると予想されます。 

（研究手法）  

シワクシケアリのコロニーを飼育して，個体識別した上で各個体の働き度合いを調べ，よく働く個

体だけ，あるいは働かない個体だけでコロニーを再構成して，再度働き度合いを観察して，コロニー

全体の働き度合いの分布がどのように変化するか調べました。 



（研究成果） 

働く個体だけにしても働かない個体が現れ，働かない個体だけにすると働く個体が現れ，グループ

全体の個体の働き度合いの分布は常に元のグループと同じようになりました。働き度合いのばらつき

の大きさは偶然によって生じるものよりはるかに大きく，何らかの機構によって再現されると判断さ

れました。個体の働き度合いは産卵能力や年齢とは無関係で，選抜された個体の中に残っていた仕事

の刺激に対する反応の強さの差が，働き度合いの分布を元に戻すと考えられました。つまり，アリは

一部の個体が常に働かなくなるようなシステムを，労働の制御機構として採用していることが明らか

になりました。 

（今後への期待） 

一部の個体が常に休む，という短期的に効率の低いシステムがなぜ必要なのかという疑問の解明が

期待されます。 
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図：実験の概要と結果 
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